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第 1章 全体計画 

 

1．病床数 

新病院の病床数は１００床とする。 

病床区分 病床数 

一般病床 ７０床 

地域包括ケア病床 ３０床 

合計 １００床 

 

 

2．診療科構成 

新病院では、以下の１２診療科を標榜する。 

なお、診療科は新病院までの医師確保の状況により変更する可能性もあるため、新病院まで継

続検討する。 

内科 外科 

消化器内科 整形外科 

循環器内科 消化器外科 

呼吸器内科 リハビリテーション科 

泌尿器科 皮膚科 

眼科 耳鼻咽喉科 

 

 

3．外来患者数 

外来患者数は、1日平均 300 人程度を想定する。 
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第 2章 部門別基本計画 

1．外来部門（救急、化学療法含む）  

(1) 業務概要 

ア 一般外来 

（ア）診療体制 

a. 初診 

○初診の患者については、原則として総合受付で対応し、その後各科の外来診療内で対応す

る。 

b. 再診 

○再診患者については、診療予約制とする。 

c. 診療日 

○診療日は原則として土曜日・日曜日・祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く毎日とする。

ただし、休診日であっても急患の場合は、体制に応じて対応する。 

（イ）総合案内 

a. 院内各場所の案内 

○院内案内図などにより、病院内各場所の案内を行う。 

b. 見舞客への案内 

○見舞客からの問い合わせに対する案内を行う。 

c. 外来患者への補助、苦情一次処理 

○受付方法や受診手順、再来受付機の操作方法などを含めた外来患者への補助や、苦情の一

次処理を行う。 

d. 外来患者への車椅子の貸し出し等 

○外来患者への車椅子貸し出し等を行う。 

 

（ウ）総合受付（医事班） 

○初診患者で受診科の不明な患者に対して、総合案内で受診科の案内を行う。 

○初診患者への診察申込書記入指導、診療手順の案内等を行う。 

○初診患者の患者情報登録、診察券の作成等(予約紹介初診患者の場合は、事前の情報登録・

診察券準備)を行う。 

 

（エ）診療科受付 

○紙カルテ（過去の記録等）を診察室へ搬送する。 

○患者の問診（問診室）、患者の案内や診察室への誘導・検査室への誘導などを行う。 

○診療予約内容（診察・検査等）の変更・キャンセル時の患者からの問い合わせに対応する。 

○原則、受付はブロック受付とする。 
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（オ）外来診察 

○診察室は、患者のプライバシーに配慮したものとし、中待合は設けない。 

○効率的な運用を図るため、外来診察室は特殊な診療科を除き、原則共通の形状とする。 

 

（カ）治療処置 

○外来患者への処置・採血・注射・点滴等は、病状により移動困難な患者や科専用の処置室、

検査室を持つ診療科を除き、原則として各科診察室または中央処置室で行う。 

○中央処置室は化学療法対応患者を含み７床設ける。 

 

（キ）化学療法 

○通院にて治療可能な患者に対しては、中央処置室で外来化学療法を実施する。抗がん剤の

ミキシングは、薬剤部門で実施する。 

 

（ク）計算・会計受付 

○診療の終了した患者の診療報酬を計算し、支払い可能な状態にする。患者に対しては、計

算を行い、患者に請求書を発行する。 

○支払い・領収書発行は人手と自動精算機の併用とする。 

◯時間外においては、預り金とする。 

◯会計の呼び出しは、待合表示盤を設置し、番号による呼び出し方式とする。 

 

イ 救急外来 

○２次救急医療を担う公立病院として、当院が提供する医療機能に応じた救急患者の受入れ

を行う。 

○診療時間外の救急患者については、当直医が対応する。 

○自力で来院する救急患者については、当直医の判断に基づき、患者の状態に応じたトリア

ージを行い、外来又は救急外来で必要な診察、処置を行う。 

 

(2) 施設条件 

ア 一般外来 

○待合ホールは、十分開放感を感じられるスペースとし、災害時にはトリアージスペースと

して活用できる広さを確保する。 

○総合受付、各科受付、計算・会計受付は、来院から帰宅までの患者動線に配慮した配置と

する。 

○診察室エリアでは、患者動線と区分した職員動線を確保する。 

○診察室は、患者のプライバシーに配慮したものとする。また、効率的な運用を行うため、

外来診察室は特殊な診療科を除き、共通の形態とする。さらに、診察待合は患者のプライ

バシー保護に留意し、診察室と待合との遮音などを考慮する。 
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イ 救急外来 

○救急外来は、救急車や自家用車など、外部から見ても分かりやすく、アプローチが容易で、

かつ一般外来者等からブラインドとなる場所に設ける。 

○救急車から初療室に直接搬入できる動線とし、また救急患者の搬入経路は一般患者の動線

との交錯をできるだけ避けることとする。 

○院内の各部門（放射線部門、生理検査室、内科病棟、薬剤部門等）への動線を十分考慮す

る。 

○救急搬送された重症度の高い患者の観察を行うため、内科外来の安静処置室と隣接する。 

○患者プライバシーの観点から、霊安室への動線に配慮する。 

 

ウ 共通 

○業務効率化の観点から、一般外来と救急外来は一体的に整備し、内科外来及び外科外来は

救急外来と隣接配置とする。 
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2．病棟部門 

(1) 業務概要 

ア 看護体制 

○看護体制は、10:１看護、24時間２交代もしくは３交代制とする。 

 

イ 病棟構成 

◯２病棟体制とし、１病棟あたり、50床を基準病床とする。 

 

ウ 病室の形態 

○基本的に病室の構成は 4床室と個室の構成とする。 

○個室は、重症個室と差額個室を必要数設置する。 

○療養環境の多様化、感染防御の観点から個室率は 30％程度とする。 

 

エ 病棟運営 

○病床配分は原則、診療科別とする。 

◯入院患者の受付手続きを行う。 

 

(2) 施設条件 

○病床あたりの病室床面積は療養環境加算対象の８㎡以上を確保する。 

○特別室を除き、各一般病棟の諸室構成は原則として同一の構成とする。 

○各病室、各相談室などについては、特に患者のプライバシーに十分配慮した計画とする。ま

た、段差の解消及び手すりの設置など、バリアフリーに特に留意した設計とする。 

○スタッフステーションは、病棟の中央に配置し、見舞客やデイルーム、重症者の観察がしや

すい位置に配置する。 

◯処置は、原則病室内で実施をするが、病室内での処置が困難な患者については、病棟内の診

察室兼処置室で実施する。 

◯準備業務及び一部の注射薬混注業務は、スタッフステーション内の混注スペースで病棟看護

師が行う。 

◯採血は、原則看護師が病室内で行う。採血管は、検査部門でラベル等の準備を行い病棟へ搬

送する。検体の搬送方法については、早朝・日勤・緊急時に応じて、人手搬送・機械搬送で

行う。（搬送機器の導入有無は基本設計時に検討） 

◯採尿は、原則的にトイレ内で行うが、トイレでの実施が困難な患者については、ベッドサイ

ドにて実施する。検体の搬送方法は、早朝・日勤・緊急時に応じて、人手搬送・機械搬送で

行う。（搬送機器の導入有無は基本設計時に検討） 

◯病棟服薬指導は、医師の指示によりベッドサイドで実施する。ただし、必要に応じて、説明

室（カウンセリング室）で実施する。 

◯栄養指導は、医師の指示により管理栄養士が栄養指導室またはベッドサイドで実施する。 

◯リハビリテーションは、医師の指示により、リハビリテーション訓練室で可能な患者はリハ

ビリテーション訓練室で実施する。なお、リハビリテーション訓練室への移動が困難な患者
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は、ベッドサイド等で実施する。 

◯食事は、デイルームで喫食可能な患者はデイルームで喫食をする（食事の搬送は、栄養部門

を参照）。 

○デイルームの面積は、食堂加算が算出対象の 0.5 ㎡/床以上を確保する。 
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3．薬剤部門 

(1) 業務概要 

ア 調剤業務 

◯病棟や外来へは必要に応じて一包化を行う。ぬくもりの郷に対しては、すべて一包化して

提供する。 

◯外来調剤は、原則院外処方とし、院外処方箋を発行する。 

◯抗がん剤等の混注は、原則として薬剤師が行うこととする。 

〇薬の自己管理が困難な患者に対しては、一週間分の配薬カートにセットし、病棟に払い出

す。 

 

イ 製剤業務 

○抗がん剤の調製、一般製剤の調製等を行う。 

○病棟への注射薬の供給は、薬剤管理指導業務の基準に照らし合わせ、注射処方箋（オーダ）

による患者単位の払出し（一本渡し）を基本とする。 

 

ウ 医薬品管理業務 

○院内各部門で使用される医薬品を正確かつ円滑に供給するため、他部門との協調・連携の

もと、医薬品の品質・数量の管理やセキュリティ管理及び院内各部門への医薬品の供給管

理業務を行う。 

 

エ 医薬品情報管理業務 

○合理的な薬物療法を通し医療の質の向上に資するため、医師その他の医療従事者及び患者

などへ、医薬品の効能に関する情報や医薬品の相互作用・副作用などの医薬品情報の提供

を行う。 

 

オ 服薬指導 

○外来患者に対しては、投薬窓口で薬を交付する際に、薬剤師が必要に応じて服薬指導を行

う。  

 

(2) 施設条件 

○薬剤部門は、患者動線の点から外来待合や会計窓口との動線を重視する。 

◯時間外の処方は医師や看護師が対応するため、救急部門との動線を配慮する。 

○薬品倉庫は外部からアクセスに配慮する。また、薬品の種類に応じた保管棚、保管用冷蔵庫

などを設けるとともに、麻薬や劇薬・毒薬の保管には専用の保管庫（金庫）を設け、厳重な

管理を行う。 

◯病棟への搬送が多いことから、患者動線とは交錯しない動線を確保する。 

◯薬剤部門から各部署への搬送は人手搬送を原則とする。 

◯注射薬混注業務は、スタッフステーション内の混注スペースにおいて、病棟看護師が行う。 
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4．放射線部門 

(1) 業務概要 

ア 放射線診断業務 

放射線部門における業務内容と現在の主な医療機器台数は以下の通りである。 
 

分 類 主な検査項目 台数 

放射線部門 

一般撮影 胸部、腹部、四肢（骨）等全身の一般撮影 2 台 

乳腺Ｘ線撮影 

（マンモグラフィ） 
乳房撮影 1 台 

Ｘ線ＴＶ 消化管Ｘ線造影、気管支鏡検査等 １台 

コンピューター断層撮影（ＣＴ） 頭部・頸部、全身の断層撮影 1 台 

磁気共鳴断層撮影（ＭＲＩ） 中枢神経系、腹部・骨盤、胸部・心臓、頭部の

断層撮影 
1 台 

造影検査室 頭部、心臓、腹部、四肢等の血管撮影 1 台 

骨密度測定 Ｘ線による腰部、大腿部の骨密度測定 1 台 

ポータブルＸ線撮影 ポータブル撮影（病棟） １台 

手術室 

ポータブルＸ線撮影 ポータブル撮影 １台 

Ｘ線透視撮影 術中透視 1 台 

◯依頼元診療科医師または看護師は、患者の状態確認、注意事項等の説明を行った後、各種

オーダに基づき、ルート確保や造影剤投与などの検査・治療に必要な前処置を実施する。 

○下部消化管及び呼吸器の内視鏡検査を行う。 

○下部内視鏡における下剤の服用は、中央処置室で実施する。 

◯検査終了後、医師または看護師、放射線技師は患者の容態を確認し、必要に応じてリカバ

リーさせる。リカバリーは、各科外来処置室または中央処置室で対応する。 

 

イ その他業務 

○読影、物品保管管理、施設設備管理、機器の保守管理、廃棄物の処理等 

 

(2) 施設条件 

○外来・救急・病棟からアプローチしやすい場所に設置し、患者にとってわかりやすい配置と

する。 

○Ｘ線透視を必要とする内視鏡検査に対応するため、放射線部門は内視鏡部門と近接させる。 

○ベッド移送の患者も考慮した廊下幅、撮影室入り口の間口を確保する。 

○放射線機器の将来の更新時に対応できるよう、機器の搬入路について配慮する。 
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5．内視鏡部門 

(1) 業務概要 

ア 前処置 

○内視鏡室内で行う検査及び治療の直前処置（局所麻酔等）のため、専用の諸室を確保する。

ただし、下部内視鏡における下剤の服用は、中央処置室で実施する。 

 

イ 内視鏡検査 

○内科、外科など複数の診療科で共通して行う上部消化管の内視鏡検査・治療・処置を中央

化して行う。なお、各診療科の外来（耳鼻咽喉科、泌尿器科）の内視鏡検査・治療・処置

については、それぞれの部署で行う。 

◯下部消化管及び呼吸器の内視鏡検査については、放射線部門にて行う。 

 

ウ リカバリー 

◯検査または治療の終了後、看護師は患者の状態を確認し、必要に応じて中央処置室または

各科外来処置室に誘導する。 

 

エ 読影業務・検査結果 

○記録した画像ファイルの読影と所見記録等の作成等を行う。 

◯検査結果は、当日に内視鏡検査室、または後日外来診察室で結果説明を行う。 

 

オ 内視鏡機器の管理業務 

○機器の洗浄・消毒、点検、維持管理等を行う。 

 

カ 画像記録データの管理 

○画像の参照は、病院全体の情報システムを利用し、外来等主要部門で端末操作により行う

ものとする。 

 

(2) 施設条件 

○患者にとってわかりやすい場所に配置するとともに、Ｘ線検査室での使用を考慮し、放射線

部門に隣接する。 

○検査の過程で行う組織採取に対応するため、内視鏡室は感染対策、汚物処理に配慮する（内

視鏡室内に専用の洗浄スペースを設ける）。 

◯外科外来・中央処置室・病棟・救急からのアプローチがあることから、動線を工夫する。 
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6．手術・中材部門 

(1) 業務概要 

ア 手術業務 

○入院、外来及び救急患者に対して、外科手術を行う。  

 

イ 麻酔業務 

○術前の診察・投薬、手術中の麻酔実施と患者の全身管理及び術後の呼吸管理や鎮痛、合併

症の予防など、手術前後にわたる総合的な麻酔業務を行う。 

 

ウ 患者乗せ替え 

◯入院・外来手術患者は、歩行困難な場合を除き、原則手術室まで独歩とする。 

○独歩入室が困難な患者については、病室にてストレッチャーもしくは車椅子に乗せ替え、

手術室にて手術台に乗せ替える。ただし患者の状態（牽引中の患者等）によっては、病棟

ベッドでの入室など状況に併せ臨機応変に対応する。 

○手術部門から病棟への患者搬送は、原則として時間内・時間外ともに病棟看護師が行う。 

 

エ 中央材料業務 

◯手術、外来、病棟で使用する器材の準備・管理を行う。 

◯在庫量と払出量の状況を常時監視し、滅菌有効期限切れ等による事故発生を予防する。 

◯外来及び病棟への再生滅菌物の払出は、定数配置管理方式による「定期払出滅菌物」と、

依頼が発生した場合に供給を行う「依頼請求滅菌物」に分類して管理する。 

 

オ その他 

○術中の検体検査は原則として、検査部門で行い、検体搬送は手術室看護師又は補助者が搬

送する。 

◯輸血は、オーダ情報に基づき、検査技師又は病棟看護師が手術室に輸血用血液等の血液製

剤を搬送する。 

◯術中撮影は、オーダ情報に基づき、放射線技師は手術室にポータブル装置を設置し、医師

の指示のもとに撮影する。 

 

(2) 施設条件 

○患者搬送を行うことから、病棟と手術室の動線に配慮する。 

○手術室は中央ホール型とする。 

○手術部門は、職員や器材等の動線等に配慮することにより適切な清汚管理を行う。 

○手術部門の諸室を「高度清潔区域」「清潔区域」「準清潔区域」「一般清潔区域」「拡散防止区

域」とする明確なゾーニングを設定し、人や物の流れをコントロールする。 
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○手術部門のゾーニングは、概ね次の通りとする。 

区 分 該当諸室 清浄度クラス 

高度清潔区域 バイオクリーン手術室 クラスⅠ 

清潔区域 汎用手術室、既滅菌庫、 クラスⅡ 

準清潔区域 
前室ホール、受付・手術管理室、麻酔管理室、手術（中央）ホール、

医療機器庫、患者更衣室・回復室、器械準備室、配盤コーナー 
クラスⅢ 

一般清潔区域 説明室、家族控え室、カンファレンス、休憩室、職員更衣室 クラスⅣ 

拡散防止区域 汚物処理室、トイレ クラスⅤ 

 

◯手術後に経過観察が必要な入院患者は、各病棟でリカバリーを行う。外来手術患者の場合は、

各科外来の処置室でリカバリーを行う。 

○手術エリアと中央材料エリアは隣接させ、手術用器械の搬送動線を確保する。 

○回収された使用済器材について、清浄度を段階的に高める一連の処理業務を安全、円滑に行

うため、汚染・中間・清潔区域の明確なゾーニングに基づき諸室及び機器の配置を行う。 

○手術や病棟等、院内の器材をすべて手術・中材部門に集約する。 
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7．検査部門（生理検査含む） 

(1) 業務概要 

ア 検体検査業務 

分 類 

主な検査項目、業務 

実施者 

院内 
院外 

病院 BML 

一般検査 

 尿検査  ○  

糞便検査   ○ 

その他の緊急検査  ○  

血液学検査 

 赤血球数  ○  

白血球数  ○  

血液像（白血球分画）  ○  

血小板数  ○  

赤血球沈降速度  ○  

血液凝固  ○  

血液ガス  ○  

生化学検査 

 電解質  ○  

血清蛋白分画   ○ 

血糖  ○  

尿酸  ○  

グリコヘモグロビン  ○  

肝機能検査  ○  

腫瘍マーカー   ○ 

 血清学検査 

 梅毒血清検査  ○  

肝炎ウイルス検査  ○  

上記以外のウイルス抗体検査（感染症関連）   ○ 

細菌学検査 

 顕微鏡検査 ○   

培養同定検査（血液）   ○ 

培養同定検査（血液以外） ○   

感受性検査 ○   

喀痰検査 ○   

その他管理業務 

 検査結果報告、外注検査管理、データ管理、

精度管理、一括した感染症患者管理等 
○ ○  
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イ 輸血管理業務 

分 類 

主な検査項目、業務 

実施者 

院内 
院外 

病院 BML 

輸血検査 

 血液型 ○   

不規則抗体スクリーニング ○   

交差適合試験 ○   

血液製剤管理 

 血液の調達、保管、供給、処分等 ○   

 

ウ 病理検査業務 

分 類 

主な検査項目、業務 

実施者 

院内 
院外 

病院 BML 

病理標本作成 

 病理組織の切出し ○   

組織標本の作成 ○   

細胞標本の作成 ○   

病理診断・細胞診断 

 病理診断   ○ 

 細胞診断 ○  ○ 

その他管理業務 

 資料保管管理、データ管理、検査結果報告

等 
○   

 

エ 生理検査業務 

分 類 

主な検査項目、業務 

実施者 

院内 
院外 

病院 BML 

循環器機能検査 

 心電図 ○   

ホルター心電図及び解析 ○   

呼吸機能検査 

 努力性肺活量 

（フローボリューム曲線） 
○   

 肺気量分画 ○   

超音波検査 

 腹部、乳腺、頸部等 ○   

その他検査 

 聴力検査 ○   

尿素呼気試験 ○   

その他管理業務 

 データ管理、検査結果報告等、危機管理等 ○   

 

オ その他 

◯入院患者のラベルを添付した採血管を病棟単位で準備をする。 
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(2) 施設条件 

○ワンフロア内に検査部門を設置し、裏動線で職員の移動が可能なレイアウトとする。 

◯採血ブースは外来部門の中央処置室内に配置し、検体検査室との搬送を留意する。 

○採尿用トイレは、検体検査室と隣接する。 

◯生理検査は、外来からの動線に考慮した配置とする。 

○将来の検査部門の諸室配置や機器の変更・追加及びそれに伴う設備配管の変更などに容易に

対応できるよう、検体検査室の床はフリーアクセスフロア（二重床）とする。 

◯インフルエンザの流行時の迅速検査に対応できるよう、内科・外科からの動線に考慮する。 

○細菌及び病理を扱う検査室は、空調設備を完備した独立した室とする。 

◯病理検査は、手術部門との動線に考慮する。 
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8．リハビリテーション部門 

(1) 業務概要 

ア リハビリ内容 

◯新病院では、脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅱ）、運動器リハビリテーション（Ⅰ）、

呼吸器リハビリテーション（Ⅰ）を実施する。 

 

イ 受付業務 

主に患者受付、予約管理、連絡・問い合わせなどの受付業務を行う。 

 

ウ 診療業務 

○リハビリテーション科担当医師が、新規患者や訓練開始後の患者に対して身体観察、動作

分析、評価測定、リハビリテーション処方を行う。 

○リハビリテーションの処方は、原則としてリハビリテーション科担当医師が、各診療科か

らの依頼を受けて診察・評価を行った後、リハビリテーション処方箋を発行する。 

 

エ 入院リハビリテーション（ベッドサイド／訓練室） 

○訓練室での実施が困難な急性期患者や病棟での訓練が適当な患者に対して、病棟ベッドサ

イドでのリハビリテーションを行う。 

○ベッドサイドでのリハビリテーションは、良好な姿勢保持や他動運動による関節可動域訓

練、廃用症候群予防や離床を促すための機能訓練の他、食事訓練や更衣訓練などの日常生

活動作訓練を中心に行う。 

○訓練室での実施が可能な患者については、リハビリテーション部門で実施する。 

 

オ 外来リハビリテーション 

○外来患者を対象としたリハビリテーションを行う。 

 

カ 訓練記録作成 

○リハビリテーションスタッフが、医師のリハビリテーション処方箋に基づき訓練プログラ

ムを作成し、機能訓練を行うとともに、訓練記録・評価・報告書を作成する。 

 

(2) 施設条件 

○リハビリテーション訓練室の面積は、上記「（１）ア リハビリ内容」の施設基準を満たすも

のとする。 

◯リハビリテーション科の診察室は、訓練前後での患者診察の必要性から、リハビリテーショ

ン部門と一体的に配置する。 

○リハビリテーション訓練室は、病棟・外来からのアクセスに配慮した配置とする。 

○リハビリテーション訓練室は、患者の安全面から、職員の目が行き届くように死角の無い設

えを工夫する。 

○理学療法室と日常生活動作訓練室、言語療法室は、患者のプライバシーを考慮するとともに、
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理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が訓練を行う上で連携しやすく、かつ患者の動線を考

慮したレイアウトとする。 
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9. 健診部門 

(1) 業務概要 

ア 健診者受付 

◯人間ドックの受付を行う。日帰り患者に対応し、原則、予約制とする。 

○その他、健診者の受付を行う。 

 

イ 各検査実施 

◯市民健康診断、企業の定期健康診断、個人の健康診断を行う。 

○人間ドックは、以下の項目を行う。 

① 基本検査 

診察・理学所見、視力検査、聴力検査、血圧測定、呼吸系検査、循環器系検査、眼底所見、

尿検査、肝機能・生化学検査、免疫学的検査、腹部超音波検査、糖尿病検査、血液一般検

査、消化器系検査、前立腺癌検査 

② オプション 

乳癌検査、内臓脂肪測定検査、ピロリ菌検査、 

 

ウ 診察 

〇 健診者の診察は、健診エリア内の診察室で行う 

〇二次検診が必要な患者は、当院または他の医療機関に紹介状を作成する。 

 

エ 健診費用計算・会計 

〇健診者の会計は、一般患者と同様に総合受付の計算・会計窓口で対応する。 

 

(2) 施設条件 

◯一般患者とは別に、内科部門に健診者専用更衣室兼待合室を設置する。 

○可能な限り、患者動線と分離できるように配慮した計画とする。 
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10．地域ケア部門（訪問看護・居宅介護） 

(1) 業務概要 

ア 訪問看護ステーション 

◯地域における在宅医療を必要とする患者に対して、訪問看護・訪問リハビリを提供する。 

○在宅療養中の患者で診療が必要となった場合については、関連医療機関と連携の上、外来

受診へつなぐよう支援する。 

○夜間や休日、緊急時などを含め、24時間体制で対応する。 

○平成28年10月に開設された「匝瑳市訪問看護ステーションつばきの里サテライトのさか」

と連携をとりながら、業務を行う。 

○将来的に地域の特徴や需要を鑑みて、開業医等と連携を図り、ターミナルケアを積極的に

受け入れることを目指す。 

 

イ 居宅介護支援事業所 

◯地域の利用者のケアプランを作成し、それに基づきサービスの提供が確保されるように各

サービス事業所等との連絡調整や利用者宅への訪問、相談等を行う。 

○特定事業所加算Ⅰを取得している事業所として、近隣の事業所へ積極的な情報発信を行い、

地域関係機関を牽引する。 

 

(2) 施設条件 

◯院内の医療連携室職員との密接な連携を必要とすることから、諸室は医療連携室と隣接配

置する。 

○訪問看護ステーションと居宅介護支援事業所はワンフロアとする。 

◯駐車場とのアクセスを考慮する。 

◯病院入口とは別に、専用の出入り口を設け、直接出入りができる相談室も設ける。 

  



国保匝瑳市民病院建替整備基本構想・基本計画 

 

19 

 

11．医療連携部門 

(1) 業務概要 

ア 地域連携 

(ア)患者の受け入れや早期退院、在宅への移行の促進 

◯患者入院時より、チーム医療の一員として、地域の関係機関と連携を持ちながら患者の

早期退院や在宅への移行を支援する。 

 (イ)紹介・逆紹介情報の一元的管理  

◯地域医療機関との紹介・逆紹介時の窓口となり、患者氏名や紹介情報の確認、患者ＩＤ

の取得、紹介・逆紹介情報(返信等)の管理、必要に応じて診察の予約を受ける。 

 

イ 医療福祉相談 

(ア)心理的・社会的問題の解決、調整援助 

◯生活と傷病の状況から生ずる心理的・社会的問題の予防や早期の対応を行うため、これ

らの諸問題の相談、解決、調整等の援助を行う。 

(イ)経済的問題の解決、調整援助  

◯患者が医療費の支払いに関する問題を抱えている場合に、福祉等の関係諸制度を活用で

きるように支援する。 

 

ウ 患者サポート体制（総合相談窓口） 

○患者やその家族から医療に関する様々な質問や相談を受け、その理解や解決に向けた助言

と援助を行う。 

 

エ 書類管理・作成 

○各種証明書、診断書等の文書作成等医師事務作業の補助を行う。 

○介護保険主治医意見書、障害者総合支援法の医師意見書等の受付、返信、請求業務を行う。 

 

オ 医療介護連携 

○訪問看護ステーションの指示書の管理、ヘルパーへの吸引指示書の管理を行う。 

○ケアマネジャー連絡票の受け付け、返信、ケアプランの管理を行う。 

 

カ 医療安全対策 

○医療の質と安全性の向上に向けた委員会を設置し、その運営を行う。 

 

(2) 施設条件 

○外来患者や患者家族がアクセスしやすい外来フロアに近接させる。 

○患者情報等の連携を効率的に実施できるように、医事部門、地域ケア部門と隣接する。 

○相談スペースについては、相談者のプライバシーに配慮した場所に配置する。  



国保匝瑳市民病院建替整備基本構想・基本計画 

 

20 

 

12．栄養部門 

(1) 業務概要 

ア 食事サービス 

○一般食（常食、軟食、流動食）、特別食（治療食、検査食）、特別メニュー（行事食、選択

食等）を実施する。 

 

(ア)調理・配膳方式 

○中央調理・中央配膳方式とする。 

◯調理方式は、原則クックサーブ方式とする。 
 

(イ)病棟配膳・下膳業務 

○病棟のフロアごとにデイルームを設置し、エレベーターにより病棟配食業務を行う。ま

た、配膳・下膳に関しては、栄養部門、病棟部門間で適切な業務分担を行い、効率的な

運用を図る。 

○配膳時には、適温給食のために温冷配膳車を使用する。 

 

イ 栄養指導 

(ア)集団指導 

○入院・外来患者に対する栄養指導、高血圧、糖尿病教室等での食事指導、各種集団指導

業務を行う。 

(イ)個別指導 

○栄養指導室又はベッドサイドで個別指導業務を行う。 

 

(2) 施設条件 

○食材搬入及び残飯の搬出は、清潔及び不潔に分離した動線を確保し、外部からの搬出入が円

滑に行える場所に設置する。 

○清汚区分を明確にしたＨＡＣＣＰの考えに基づいたゾーニングとし、厨房内の一方通行によ

る徹底した清汚分離を確保する。 

○厨房から病棟への給食用エレベーターを設置する。 

○厨房の施設・設備は、清掃しやすく、排水・換気・防虫などに配慮し、常に清潔に保たれる

ようドライシステム（床洗浄が可能なタイプ）を採用する。 

○厨房は独立した空調を採用する。 

○厨房においては、食材管理・調理・盛り付け、洗浄など、それぞれの作業が円滑かつ効率的

に行えるような設計とする。 

 

  



国保匝瑳市民病院建替整備基本構想・基本計画 

 

21 

 

13. 医事部門 

(1) 業務概要 

ア 医事業務 

◯初診患者への診察申込書記入指導、診療手順の案内等を行う。 

○初診患者の患者情報登録、診察券の作成等(予約紹介初診患者の場合は、事前の情報登録・

診察券準備)を行う。 

○入院患者に対して、医療費の説明を行う。 

○診療報酬に関する情報収集を行い、院内スタッフに向けた情報発信、勉強会の開催等を行

う。 

○未収金に関する情報収集及び対策を経理班が行う。 

○診療報酬月計表、レセプト患者一覧、診療行為別診療報酬集計表等の診療情報データの統

計処理を行う。 

○患者数（初診・再診、新入院・退院）や平均在院日数、診療科別収入等の分析及び集計を

行う。 

 

イ 情報業務 

○医療情報システムの運用管理業務、院内ＬＡＮ・院内システムの調整業務を行う。 

 

ウ 医療機器共同利用の受付・調整 

○地域医療機関からの医療機器共同利用の申し込みに対し、使用予約受付や、検査後の結果

報告等の調整・連絡業務を行う。 

 

(2) 施設条件 

ア 医事エリア 

○外来エリアに隣接して、外来患者のための総合受付、計算受付・会計窓口、医事事務室を

集中配置する。 

◯患者情報の共有等、業務上の観点から医療連携室と隣接する。 

 

イ 情報エリア 

○サーバ室は、将来のサーバ入替が可能な仕様・設備とし、集中管理を原則とする。 
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14．事務部門 

(1) 業務概要 

ア 経営企画機能（経理班） 

○病院の財政計画・予算・決算などに関する業務を行う。 

○必要なデータ解析を行い、病院経営改善に関する企画・立案業務を行う。 

○会計業務や未収金管理及び督促を行う。 

 

イ 維持管理機能（施設用度班） 

(ア)院内清掃（廃棄物分別収集を含む）【委託事業】 

○病院環境整備の一環として、日常清掃業務、定期清掃業務、汚染時等の臨時清掃業務を

行い、清潔な衛生環境を維持し、院内感染を防止する。 

○院内全ての廃棄物の収集、分別、保管及び処理業者への引渡しを行う。 

(イ)施設管理に関わる業務 

ａ 防災業務 

○火災や地震等の災害時対策の整備を行う。 

ｂ 警備業務【委託事業】 

○巡回・定位置警備や出入管理等、問題発生時における一次対応を行う。 

ｃ 中央設備監視室業務【委託事業】 

○院内における各種設備を一元的に制御し、運転監視、運転を行うとともに、日常的な

保守・点検業務、不具合発生時に対応する。 

ｄ 営繕業務【委託事業】 

○設備等に発生した異常や不具合に対し、診療機能に影響を及ぼさないよう迅速に営繕

対応を行う。 

 

ウ 用度機能（施設用度班） 

○病院で使用する物品や備品の供給・在庫・購買管理、及び情報収集、価格交渉、発注等の

事務業務を行う。 

○設備等に発生した異常や不具合、営繕対応の状況を必要に応じて院内報により各部署への

周知を行う。 

(ア)購買管理業務 

○診療材料や医薬品、消耗品、医療機器等、病院で使用する全ての物品・備品の購買に関

わる管理業務を使用部署と連携を取り合って行う。 
 

・予算計画の策定、執行状況の管理 

・情報収集、価格交渉 

・発注（各部署で物品管理カードを読み取りした時点で病院側の購買とする） 

・消費統計、分析 

・物品マスタの管理 

・物品購入に関わる各種委員会の開催等 

(イ)診療材料等管理業務（在庫管理業務） 
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○各部署で使用する診療材料・医療消耗品、医薬品、事務用品や日用雑貨等の一般消耗品、

帳票等の印刷物を対象とし、保管、供給及び在庫管理等の業務を行う。 

○使用部署における過剰在庫や使用期限切れの発生を防止するため、在庫品目ごとの「定

数管理」を行う。 

○物品の請求や補充などの業務を行う。また、定数管理をより厳密に行うために、在庫チ

ェックも併せて行う。 

○供給方式は、「使用量補充方式」を基本とするが、手術部門など使用量が特に多い部署

については、業務に支障のない方式をとり入れる。 

○供給体制および運用方法については、関連部門（病棟、薬剤、検査、放射線等）との調

整を図る。 

a 供給方式 

(ａ)診療材料・医療消耗品等 

○ＳＰＤ倉庫から各使用部署に定期的に使用量を補充する。 

○使用頻度の少ない物品や特に高額なものは、定数管理の対象外とし、請求の都度委託

業者の納入業者から供給する方式も組み合わせる。 

(ｂ)一般消耗品・印刷物 

○定数管理の対象外とし、在庫管理は各使用部署で行い、施設用度班に必要の都度請求

する方式とする。 

b 管理方式 

(ａ)使用物品の標準化 

○購入費用や管理費用を抑制するため、使用する物品の院内での標準化を進め、商品分

類方法・名称を統一し物品マスタとして登録を行う。新規採用に当たっては診療材料

検討委員会で、採用品目の厳選を図る。 

(ｂ)院内在庫の管理 

○診療材料や一般消耗品、印刷物等の物品は院内の各倉庫に在庫を保管する。 

(ウ)リネン等管理業務【委託事業】 

○手術室、病棟、外来、当直室等で使用するリネン類、ベッド、マットレス類を対象に、洗

浄、消毒、供給および回収業務に関わる一連の業務管理を行う。 

○使用済みリネンや寝具等の洗浄、消毒は、外部に委託することを原則とする。ただし、

手術衣などの感染の恐れのあるリネンについては、院内にて一次処理を確実に行ってか

ら委託業者に引き渡しを行う。 

○寝具類、ベッド・マットレス類は、定期交換及び汚染時、患者退院時の交換を行う。 

a 対象とするリネン類、ベッド・マットレス類 
 

リネン類 寝具用リネン、手術用リネン、一般リネン、ユニフォー

ム、検査衣、カーテン 等 

ベッド・マットレス類 入院患者用ベッド、処置用ベッド、マットレス 等 

b 供給・回収方式 

○病棟、外来、手術部門からの依頼により、定期的な供給・回収を行う。 
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(ａ)病棟・外来部門 

○寝具用リネンなどは、予め包布・シーツ等をセットして搬送し、定期交換する方式と

する。 

○臨時交換用のリネンについては定数管理とし、使用量補充方式により定期的に使用部

署へ供給する。 

(ｂ)手術部門 

○滅菌を必要とする覆布などのリネンは、外部の委託業者による洗濯終了後、中央材料

部門へ搬送する。 

○滅菌を必要としないリネンは、定数管理とし、使用量補充方式により供給する。 

c ベッド・マットレス管理 

○ベッドは、病棟フロアにて定期的及び汚染時に清拭を行い、清潔な状態を保つ。 

○マットレスはリース運用とし、院内での洗浄は行わない。 

 

エ 庶務機能（庶務班） 

(ア)庶務業務 

     ○文書の仕分けと発送、院内掲示を行う。 

     ○宿日直予定表の作成と医療監視の調整を行う。 

     ○条例及び管理規程の制定と改廃に関する業務を行う。 

     ○外部依頼調査等の取りまとめ及び一般文書管理を行う。 

     ○医師、看護師等の免許登録申請に関する手続きを行う。 

(イ)人事業務 

  ○職員の採用及び異動に関する手続きを行う。 

  ○職員の福利厚生に関する手続きと共済組合との連絡調整を行う。 

  ○給与の計算と職員健診を行う。 

  ○職員（医師、看護師等）の確保を行う。 

(ウ)防災業務 

○火災や地震等の災害対策の整備、院内周知、定期訓練等による確認及び対策の見直し

を行う。 

(エ)その他 

  ○病院内諸会議の調整と開催に関する業務を行う。 

  ○院内保育所の運営に関する業務を行う。 

  ○その他病院に関する諸手続きを行う。 

  ○ボランティアの受け入れを行う。 

 

(2) 施設条件 

ア スタッフ関連 

(ア)医局関係 

○チーム医療の推進や各診療科間の連携促進等、総合医療を提供できる体制を目指すこと

から、各診療科の医師の交流が行いやすい中央医局とする。 

(イ)病院管理者関係（管理者室、院長室、副院長室、看護部長室等） 
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○病院管理者が、診療、看護、事務管理等の各部門の幹部職員と密接な連携をとることが

可能な配置とする。 

(ウ)事務関係諸室 

○経理・施設用度・庶務の各業務に必要なスペースは、部署間の経常的な業務を円滑に行

うために１か所に集約した配置計画とする。 

(エ)施設管理関係 

○施設管理諸室（中央監視室、守衛室、機械室）は、事務室とは別のゾーンでの配置計画

とする。 

(オ)霊安室関係 

◯救急外来や手術室、病棟からの搬送は、スタッフ動線を活用し患者の目に触れないよう

な計画とする。 

 

イ 清掃・洗濯・ＳＰＤ関係 

◯院外との物品の搬入搬出動線及び院内物流動線を考慮し、供給先の部署との連携を図りな

がら 1か所に集約して配置する。 

○ＳＰＤ倉庫は、外部からの物品の搬入が容易で、かつ病棟や診療部門と連絡するエレベー

ターに近い場所とする。また、物品の保管スペース、検収や仕分け、物品補充のための作

業スペースを有する。 

○リネン庫は、外部から清潔リネン・寝具等の搬入が容易な場所で、かつ病棟へのリネンの

搬送が容易に行える場所とする。 

 

ウ 利便施設関係 

◯食堂や売店（コンビニ）は、患者サービスの視点により、引き続き設置する方針とする。 

 

エ 保育所 

◯医師や看護師等の子育てをしながら仕事を続ける職員に対して、保育所を整備する。 

なお、配置場所は、敷地内に設置する。 
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第 3章 医療情報システム更新計画 

(1) 整備方針 

ア 新病院における医療情報システムは、患者サービス向上及び業務の質・効率を向上させる

ことを目的とし、現行オーダリングシステムを電子カルテに切り替えることを前提に検討

する。 

イ 院内の運営システムを最適化する観点から、医療情報システム整備は、電子カルテ、医事

システムなど医療系システムのみならず、職員教育に活用する eラーニング、事務系文書

を効率管理するための文書管理システム、デジタルサイネージによる患者・家族への有益

な情報提供など、病院情報システム全般を検討対象とする。 

 

(2) 医療情報システム整備に係る留意点 

ア 医療情報システムは電子カルテシステムを中心に各部門システムが有機的に連携するこ

とで、情報の一元管理、個人情報保護への対策等を強化することを目指すが、完全ペーパ

ーレスを必須条件とはせず、合理的な範囲において紙運用とシステム運用を共存させる。 

イ 新病院においては、情報セキュリティの向上や運用費用の適正化、メンテナンスの効率性

向上の観点からサーバ室を中央化する。 

 

(3) 医療情報システム更新のスケジュール 

ア 現病院における電子カルテへの理解の成熟状況や現システムのメンテナンス可能期間、更

新費用等を総合的に勘案し、新病院の開院に合わせて新システムを稼働させる方針とする。 

また、新システムの円滑な稼働と安定した運用を実現させるために、早い段階から診療録

整備検討委員会（院内組織）において検討を開始する。 

 

(4) 医療情報システムの導入範囲案 

 

 

 

 

 

 

院内調整中 
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第 4章 医療機器・什器備品整備計画  

(1) 整備方針 

ア 現病院で使用している機器・什器備品のうち、新病院においても継続して使用可能な機

器・什器備品については移設することを基本とする。ただし、現有機器・什器備品の老朽

化の度合いや故障のリスク、移設費及びシステム接続費の多寡などを総合的に勘案し、新

病院開院時の更新が必要と判断される機器・什器備品については、開院時期に合わせて更

新を行う。 

イ 新病院においては、各医療機器の稼働率を高め、資産の有効活用を図る観点から、医療機

器の中央化や共有化を行えるよう配慮する。 

ウ 新たに導入する医療機器については、その必要性を精査するとともに、導入時期、費用及

び調達方法を検証し、費用対効果を十分に踏まえるものとする。 

 

(2) 主な医療機器 

ア 新病院に設置を想定する主な医療機器は次の通り。ただし、医療機器の種類については、

今後医療情勢の変化や医療技術の動向、医師の充足状況などに対応し、可能な限り最適な

医療機器を導入できるよう、弾力的に見直しを行う。 

 

（１） （手術部門） 

 

・  外科用 X線 TV 装置（Cアーム） 

 
（２） （中央材料部門） 

 

・  高圧蒸気滅菌装置 

・  低温蒸気ホルムアルデヒド（LTSF）滅菌装置 

・  ジェットウォッシャー 

 
（３） （薬剤部門） 

 

・  注射薬自動払出装置 

 
（４） （放射線部門） 

 

・  一般撮影装置 

・  X 線 TV 装置 

・  核磁気共鳴断層撮影装置（MRI） 

・  血管撮影装置 

 
（５） （臨床検査部門） 

 

・  生化学自動分析装置 

・  全自動輸血検査システム 

・  超音波診断装置（心臓用） 

 

 

 

院内調整中 
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第 5章 施設整備計画 

(1) 敷地概要  

以下は、建設地の概要を示している。 

項目 内容 

地名地番  

敷地面積  

建築基準法 地域地区 ：  

 基準建蔽率： 

 基準容積率：  

 高さ制限 ： 

 隣地斜線 ：  

 日影規制 ： 

防火･準防火地域  

都市計画法  

高度地区  

文化財保護法  

接道  

 

(2) 施設設備の方針  

ア 医療機能の充実に資すること 

（ア）新病院に求められる医療機能が十分発揮できるよう、十分なスペース、諸室数、設備を

備える。 

（イ）市立病院として、大規模災害時における多数の被災者の診療の受入れを想定した上で、

診療機能を維持できる構造方式の採用する。また、ライフライン断絶時の対応を考慮した

エネルギー供給設備や、医療機器、食糧、診療材料、薬剤等の備蓄スペースを設ける。 

 

イ 患者本位の療養環境 

(ア)療養環境の向上 

a 患者や家族のアメニティに配慮し、質の高い療養環境を提供する。 

b 患者のプライバシーに配慮した諸室配置とする。 

(イ)わかりやすい動線計画 

a 患者及び家族と職員及び物品動線の分離に配慮し、わかりやすい動線とする。 

b 訪れる人々に的確な案内ができるよう、案内性が高く迷わない施設づくり。 

(ウ)ノーマライゼーションの実現 

a ユニバーサルデザインを基本とし、小児や高齢者、障がい者などのすべての人々に優し

く使いやすい環境に配慮する。 

b 全ての人にわかりやすいサイン、案内表示とする。 
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ウ 職員が働きやすい職場環境の整備 

(ア)職員及び研修医等のため、教育・研修施設を充実させる。 

(イ)関連のある部門の隣接、近接配置、動線の短縮など職員の働きやすい環境を提供する。 

(ウ)職員のコミュニティスペースを確保し、チーム医療の実現に寄与する。 

 

エ 健全経営を見据えた施設整備計画 

(ア)イニシャルコスト及びライフサイクルコストの低減に配慮し、経済的で効率の良い施設

とする。 

(イ)自然エネルギーの活用により省エネルギーを実現し、環境負荷の低減に配慮する。 

 

オ 地域医療の充実に貢献 

(ア)医療機器の共同利用時に検査受信のみの患者に配慮した動線を検討するなど、地域医療

機関との連携に配慮した、地域住民が利用しやすい開かれた施設とする。 

(イ)地域医師及びスタッフと本病院スタッフのコミニケーションスペースの確保をし、情報

交換等の場を充実する。 

 

カ 将来の医療の発展や役割の変化への対応 

医療の発展に伴い将来的にスペースの拡張等が必要になると想定される部門について、あ

らかじめ用途変更が可能な諸室を配置する等、拡張性を備えた施設とする。 

 

(3) 建築計画 

 

ア 建築計画の構成 

建設候補地の検討を踏まえて記載します。 

 

 

イ 配置・平面計画 

建設候補地の検討を踏まえて記載します。 

 

 

ウ 部門配置計画及び断面構成 

建設候補地の検討を踏まえて記載します。 



国保匝瑳市民病院建替整備基本構想・基本計画 

 

30 

 

 

エ 設備計画 

(ア)地球温暖化防止など環境負荷の低減 

a 地球温暖化防止など環境負荷の低減を図る。 

b ライフサイクル CO2(LCCO2)の低減を図る。 

c 太陽光発電、太陽熱利用等自然エネルギーの有効利用を図る。 

d 雨水の再利用等、資源の有効利用を図る。 

e 屋上緑化等、熱負荷低減を図る。 

(イ)ライフサイクルコストの低減 

a ライフサイクルコスト（LCC）の観点から光熱水費、維持管理費、更新費用等のコスト

縮減を図る。 

b 維持管理の容易なシステムとする。 

c 使用機器・配管材料は、長寿命のものを使用する。 

(ウ)災害時の信頼性確保 

a ライフライン遮断時は、供給停止に耐えられる設備を整備する。 

b 落雷、浸水、豪雨等自然災害からの被害防止対策を行う。 

c 設備の破損による水損等二次災害を防止する。 

 

オ 構造計画 

(ア)基本方針 

市民病院として災害時の緊急対応及び医療機能の継続を目指し、安全性を重視するととも

に、機能性、将来性にも優れた構造とする。 

a 二次救急医療の機能強化を目的とし、将来起こりうる大地震によって病院としての機能

が停止しないように、また、病院内の人々及び医療・設備機器の機能維持を目的として

耐震構造を採用する。 

b 疾病構造の変化、患者ニーズの多様化等による医療機能拡充等に対し、諸室の用途変更

や配置転換が容易に実現できる構造とする。 

c 経済性を考慮し、市場性・汎用性ある製品、かつ信頼性のある規格品の採用を目指した

計画とする。 
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第 6章 財政計画 

1．想定事業費 

 

院内における必要諸室に関する検討及び建設候補地の検討を踏まえて、再度精査して記載し

ます。 

 

 

 

 

2．財源内訳 

 

院内における必要諸室に関する検討及び建設候補地の検討を踏まえて、再度精査して記載し

ます。 

 

 

 

 

3．収支計画 

 

院内における必要諸室に関する検討及び建設候補地の検討を踏まえて、再度精査して記載し

ます。 

 

 

 

 

 


